
自社の新製品開発に大企業の『開放特許』を
活用してみませんか？

中小企業経営者・開発担当者の皆様へ

大企業の「開放特許」を自社製品開発や既存製品の付加価値
向上に活用することで、開発期間や開発コストを大幅に削減

できるなど、様々なメリットが期待できます！

▼開放特許とは？
特許権者が、権利者以外の他者に対してライセンス許諾する用意のある特許のことをいいます。権利者とライセン
ス契約を結ぶことで、その特許技術を自社の製品開発などに活用することができます。

《開放特許のマッチングから事業化までのイメージ》

《大企業の開放特許を活用するメリット》

•大企業の特許はアイデアの宝庫！製品開発の種（製品アイデ
ア）探しに有効

自社ブランド製品の開発に有効！

•全てを自前で技術開発しなくても、速やか＆安価＆低リスクに技術を入
手できる

不足する技術を速やかに入手！

•開発した製品は大企業の“特許権”で守られているので、模倣品を排除し
独占的なビジネスが可能

開発した製品が特許権で守られる！

•大企業の信用やブランド力で不足する自社の知名度を補うことができる
⇒「○○（大企業）の特許技術を採用した□□」

大企業からの協力とブランド力

▼ライセンスの対価は？
契約の際に発生する「一時金」（数十万円～）と、製品が売れることで発生する「実施料」（売上の数％～）の、主に、
二種類です。どこまで大企業の支援を求めるかによっても異なります。（契約の際は専門家が橋渡しを行います。）

マッチングから事業化まであいち産業振興機構の専門家が伴走支援を行います
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○  （公財）あいち産業振興機構 新事業支援部 地域資源活用・知的財産Ｇ

https://www.aibsc.jp/support/9489/
電話   052-715-3074 e-mail    info-chiiki@aibsc.jp

《活用した中小企業の声》
企業の存在感や価値が高まった

・取引先や銀行からの信用が高まった
・新たな受注につながった本業にも効果が出た

・売上や利益が伸びた
・営業活動がしやすくなった

社員のモチベーションが上がった

・社員も社員の家族も喜んでくれる
・経営者、社員の意識も会社も変わる

取組んで良かった

・公的機関が色々サポートしてくれる
・マスコミに取り上げられる

《開放特許提供企業（2026年2月現在）》

～お気軽にご相談ください～

お問合せ先

〇あいち産業振興機構 https://www.aibsc.jp/
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提供企業名 出展件数[件]

1．アークレイ㈱ ５

2．㈱イトーキ １０

3．ＮＨＫ財団 ９

4．カゴメ㈱ ７

5．関西電力㈱ ４

6．㈱資生堂 ５

7．㈱島津製作所 1

8．新東工業㈱ ２

9．新電元工業㈱ １１

10．シンフォニア
テクノロジー㈱ 1

11．住友理工㈱ １４

12．中部電力㈱ ９

13．トヨタ自動車㈱ ５

提供企業名 出展件数[件]

14．西日本旅客鉄道㈱ ２

15．日本電信電話㈱ ４

16．日本ハム㈱ ２

17．パナソニック㈱ １８

18．富士通㈱ １５

19．本田技研工業㈱ １１

20. ㈱Mizukan ３

21．三菱重工業㈱ ６

22．㈱ミツトヨ ５

23．㈱ユピテル １５

24．ライオン㈱ ８

25．㈱リコー １５

26．ロート製薬㈱ ４
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